
3.結果

アンケート項目と描かれたパーツを対応させて表1にまとめた。オレンジのハイライトは描画後の箱で5件以上回答された項目、

緑のハイライトは無地の箱で5件以上回答された項目を示す。オレンジのハイライト部分を見ると、目・耳・鼻・口がセット
で多く表れていることが分かる。オレンジでは、「よく見たい」「眺めたい」といった接近欲求に加え、「誰かに見せたい」
「名前をつけたい」といった社会的・情緒的項目も増加している。これには、まつ毛やほっぺも関連していると考えられる。

一方、緑のハイライトに注目すると、無地の箱では「開けてみたい」「中をのぞいてみたい」といった機能面への関心が高
かったが、描画後はそれらが減少していることが分かった。

4.結論と今後の展望
可愛いと認識されるものには、目、耳、鼻、口のような顔の基本的なパーツが大きく関わっており、「よく見たい」「眺めた

い」といった行動意図が高まることが分かった。また、絵を描くことで箱の機能的な部分への関心が減ることがわかった。今
後の展望として、顔の基本パーツをさらに細分化し、どのパーツがどの程度寄与しているのかに着目して研究を進めたい。

可愛さと行動意図の実験的検討

1.背景

「可愛い」ものは誘引性が高いと考えられている
が、可愛いものを構成する要素が、それぞれどの
ような行動変容を引き起こすのかについては、十

分に明らかになっていない。そこで、可愛いと認
識されているものにはどのような要素が含まれて
いるのか、またそれらがどのような行動変容を引

き起こすのかを明らかにすることを目的とした。

2.実験
参加者には、以下の3段階の工程に従って実験に

協力してもらった。

①まず、無地の箱(図1)を掲示し、その箱に対し

てアンケート(表1)に答えてもらった。

②その箱に対して「可愛くなるように」絵を描い
てもらった。

③最後に②で絵を描いてもらった箱(図2)に対し
て①と同じアンケートに答えてもらった。

可愛いと認識されているものがどのような行動変
容を起こすのか、③で回答されずに①でのみ回答
されたアンケート項目、反対に①で回答されずに

③でのみ回答されたアンケート項目、それぞれと
描かれたパーツを対応させて表を作成した。
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①まず、真っ白な箱を掲示し、その箱に対する
アンケートに答えてもらった。

②その箱に対して「可愛くなるように」絵を
描いてもらった。

図3において、主成分分析もとにアンケート項目とパーツの関係をプロット図に表した。プロット図中の番
号はアンケート項目の番号(表1)を表す。書き込んだ量と相関があるほど右に番号が示されている。また、
耳や鼻など赤い矢印が同じ方向に向いているものは強い正の相関をもつ。

「近づく(1)」「開ける(21)」などの行為は最小限に傾向がある。

「手元に置く(27)」「大事にする(25)」が寄与すること

可愛くなるように絵を描いてもらった箱

無地の箱 目 耳 鼻 口 ひげ 睫毛 眉毛 尻尾 手 足 髪 ほっぺ リボン ハート

1.箱に近づいてみたい 0 2 2 2 2 0 2 1 1 0 0 0 2 0 1
2.箱のそばに立ちたい 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3.箱をもう少しよく見たい 3 3 3 3 3 2 1 2 2 1 1 0 1 1 1
4.箱を正面から見たい 1 7 5 6 6 1 4 2 3 3 1 2 4 2 2
5.箱をいろいろな角度から見たい 1 6 6 6 6 3 5 2 2 1 0 1 2 1 1
6.しばらく眺めていたい 0 8 7 6 7 2 6 3 3 2 0 3 3 2 1
7.箱から目を離したくなくなる 0 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0
8.箱の細かい部分を確認したい 0 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1
9.箱の表情（見た目）を観察したい 0 8 6 7 8 3 5 3 3 1 0 3 2 3 0
10.箱の写真を撮りたくなる 0 10 9 9 9 2 7 5 3 3 1 5 5 4 3
11.箱に触れてみたい 5 2 1 2 2 1 1 0 2 2 1 0 1 1 1
12.手でなでてみたい 1 5 4 3 5 1 4 2 1 2 0 2 2 2 0
13.指で軽く触れてみたい 2 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0
14.箱の表面を確かめたい 2 3 3 3 2 0 1 2 1 2 1 2 2 0 1
15.両手で触れてみたい 4 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0
16.箱を持ち上げてみたい 5 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1
17.箱を動かしてみたい 8 2 1 2 1 0 1 1 0 1 0 2 1 0 0
18.箱の向きを変えてみたい 0 7 7 6 7 2 6 4 1 2 0 3 3 4 1
19.箱を自分の近くに引き寄せたい 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1
20.箱を机の上に置いてみたい 1 4 4 4 3 0 3 1 3 1 1 0 3 1 2
21.箱を開けてみたい 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22.中に何が入っているか確認したい 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
23.箱の中をのぞいてみたい 8 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0
24.箱を使って何かしてみたい 1 4 3 3 3 1 3 2 0 2 0 2 1 2 0
25.箱を大事に扱いたくなる 0 11 9 9 9 3 8 4 4 5 1 3 5 2 3
26.箱を壊さないように扱いたい 0 5 4 5 4 3 4 1 2 3 0 1 2 1 1
27.箱を手元に置いておきたい 0 7 6 6 5 0 5 2 3 3 1 3 5 3 2
28.箱を誰かに見せたくなる 0 12 11 11 8 3 8 8 4 6 1 4 6 5 3
29.箱に名前をつけたくなる 0 11 9 9 9 4 8 3 5 4 0 3 4 3 1
30.箱に話しかけたくなる 0 2 2 2 1 0 1 0 1 1 0 0 2 0 1

PC1 PC2 PC3

標準偏差 3.153 1.184 0.771

寄与率 0.765 0.108 0.046

累積寄与率 0.765 0.873 0.918

表2:主成分分析

図1:無地の箱 図2:絵を描いもらった箱

表2:
まとめた表

表３では主成分分析の結果を示している。
PC1では全パーツの負荷量が正に大きく、
「描きこんだ量」を表している。PC2では顔
パーツ以外のパーツに関して参加者の「こだ
わり」が表れている。

横軸の第1主成分は付加量0.8以上の項目が目、耳、鼻、口
など顔を構成するパーツであったので「顔の基本パーツ」
と名付けた。また、縦軸の第2主成分はハート、ほっぺ、
足が負荷量0.5を超えており、これらは全体の補完的な
パーツと捉えられるため「装飾や他の体のパーツ」と名付
けた。

図3:主成分分析に基づく

アンケート項目とパーツの関係

1.■ 2個目ってなに？緑のハイライトのパーツごとの数字が何を表しているのか教え
て。あと、「このパーツが減ったらこうなる」という操作はしていないので、そうい

う解釈はできないです。
2.■「アンケート項目とパーツを対応させた表」ではなく、「アンケート項目とパー
ツのクロス集計」にしましょう（キャプションの中に「表」を使うのも変。当たり前

のことは冗長なので書かない。）
■本文のテキストの文字サイズを 1pt 減らして、表の上下のどちらか（本文に接して
る方）に余白を入れてください（表は枠内の上か下に貼り付けてください）。3章だ

けレイアウトが違うのも修正してください。

表1:アンケート項目とパーツのクロス集計

。PC2では顔パーツ以外のパーツに関して参加者の「こだわり」が表れている。

PC1     PC2      PC3     PC4      PC5     PC6
mimi   0.3129626  0.08189944 -0.009626777 -0.13603126  0.017717347 -0.07322811
hana   0.3138335  0.05542561 -0.077439854 -0.07032382 -0.006241162 -0.01789903
kuti   0.3028660  0.16892406 -0.092862537 -0.06201071  0.246628377 -0.02769976
hige   0.2455417  0.34399209 -0.520203774  0.31371735 -0.223647852 -0.31770619
matuge  0.3041953  0.17989854 -0.039026416 -0.23399747  0.001928268  0.10556100
mayuge  0.2871127  0.06273313  0.344256778  0.06359193 -0.258206386 -0.53732292
sippo   0.2782102 -0.10333416 -0.496089210 -0.01311321  0.364485054  0.26049000
te    0.2816028 -0.09925993 -0.001000838  0.34233157 -0.633243477  0.50527306
asi    0.1449614 -0.70110608 -0.027165194  0.48644640  0.196528554 -0.10750416
kaminoke 0.2735320  0.15667843  0.492333938  0.08190935  0.067852947  0.32880869
hoppe   0.2956232 -0.19155855  0.083807364 -0.39943183  0.053528231  0.20061826
ribon   0.2787456  0.12285985  0.311938686  0.33969430  0.433433115 -0.13659488
ha.to   0.2427944 -0.46758752 -0.032765956 -0.42408406 -0.233077845 -0.30169466

全パーツの負荷量が正に大きく、また、「誰かに見せたくなる」「名前をつけたくなる」のような箱
を一つの人格と捉えるようなアンケート項目が増えており、「箱への思い入れの強さ」を表している

PC1 PC2

目 0.313 0.082

鼻 0.313 0.055

口 0.303 0.169

ひげ 0.246 0.344

睫毛 0.304 0.180

眉毛 0.287 0.063

尻尾 0.287 -0.103 

手 0.281 0.099

足 0.145 -0.701

髪の毛 0.273 0.157

ほっぺ 0.296 -0.192

リボン 0.279 0.123

ハート 0.243 0.123

表3:パーツの負荷量

PC1の寄与率は約76.5%、 PC2の寄与率は約10.8%
PC1では全パーツの負荷量が正に大きく、PC2では特に顔以外のパーツに関して正負が分かれている

表2は主成分分析を行なった結果表である。PC1の寄与率は約76.5%、PC2の寄与率は約10.8%であり、PC2の
累積寄与率が87%を超えており、高い説明力があるといえる。表3がそれぞれのパーツの負荷量を表し、PC1

では全パーツの負荷量が正に大きく、PC2では特に顔以外のパーツが正負に分かれていることがわかる。図3
において、主成分分析もとにアンケート項目とパーツの関係をプロット図に表した。プロット図中の番号は
アンケート項目の番号(表1)を表す。書き込んだ量と相関があるほど右に番号が示されている。また、耳や鼻

など赤い矢印が同じ方向に向いているものは強い正の相関をもつ。

目、耳、鼻、口がセットでよく表れており、「よ
く見たい」「眺めたい」という接近欲求の項目の
他に「誰かに見せたい」「名前をつけたくなる」
という社会的・情緒的な項目も増えていることが
わかる。
減った項目に注目すると、「開けたい」「中を確
認したい」というような操作行動に関する項目が
減っていることがわかる。
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